
イ
ラ
ス
ト
　
モ
ダ
ン
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ
／
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
　
唐
沢
な
を
き

トキの放鳥 なぜ本州でも?
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ね
。
理
科
子
先
生
、
ど
う
し
て
本
州
で
も
放
鳥
す
る
の
？

さ
せ
れ
ば
リ
ス
ク
が
下
が
る
わ
。

々
な
環

境
に
対
す
る

つ

。
適
応
し

が

っ
て
い
く
」
と
話
し

て
い
る
わ
。

能
登
半
島
か
ら
も

機ん1鶴暉、.
蟄野勝 L

(■
ヒノ

野
生
下
で
５００
羽
超

ト
キ
の
学
名
は

「
ニ
ッ
ポ

エ
ア

・
ニ
ッ
ポ
ン
」
。
ま
さ
に
日
本
を

条
錐
す
る
鳥
ね
。
ペ
リ
カ
ン
の

儒
静
で
体
長
は
紋
８０
考
。
か
な
り

大
き
な
鳥
な
の
よ
。

ル
一Ｐ
時
代
に
は
本
州
だ
け
で
な

く
北
海
道
や
九
州
に
も
い
た
け
れ

ど
、

「
朱と
籐
包
」
と
も
呼
ば
れ
る

美
し
い
ピ
ン
ク
の
羽
毛
を
目
当
て

に
砒
殺
さ
れ
て
涎
流
し
た
の
。
幅

子
の
鍵
り
や
羽
根
ぼ
う
き
の
林

羅
に
な
り
、
海
外
に
も
輸
麟
さ

れ
た
わ
。
農
薬
の
使
用
で
エ
サ
に

な
る
ド
ジ
ョ
ウ
や
カ
エ
ル
が
減
っ

た
こ
と
も
抒
翼
に
な
っ
た
の
よ
。

１
９
８
１
年
に
は
佐
渡
島
で
最

０
ト
キ
の
歴
史

の
本
州
棚
と
な
る
放
鳥

　

央
部
に
集
ま

っ
て
い
る
こ
と
も
心
　
続
け
る
こ
と

で
定
着
を
目
指
す

配
ね
。
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど

の
溜
寃
一番
が
広
が
る
と
、
金
滅
汀

る
恐
れ
が
あ
る
。
繁
殖
地
を
分
散

の
。
６
月
に
し
た
の
は
、
他
の
時

期
よ
り
も
想
高
期
が
高
か
った
た

め
よ
。
出
雲
市
は
２７
年
度
の
実
施

を
目
指
し
て
い
る
わ
。

放
鳥
は
、
中
で
飛
べ
る
く
ら
い

大
き
な
ケ
ー
ジ
を
謎
鬱
し
て
、
自

然
に
飛
び
立
つ
の
を
待
つ
「ソ
フ

ト
リ
リ
ー
ス
方
式
」
で
行
う
ガ
鏡

よ
。木
箱
を
開
い
て
放
鳥
す
る
と
、

島
議
し
て
遠
く
ま
で
飛
び
姜
って

し
ま
い
、
定
着
し
に
く
い
の
。

っ
て
き
た
ん
だ
よ

後
の
５
羽
を
静
殺
し
た
け
れ
ど
、

ん
Ｅ
紅
な
繁
殖
は
う
ま
く
い
か
な

か
う
た
。
２
０
０
３
年
に
は
最
後

の
個こ
俯

「
キ
ン
」
が
死
ん
だ
わ
。

た
だ
、
佐
渡
島
で
は
中
国
か
ら

贈
ら
れ
た
ト
キ
の
繁
殖
も
進
め
て

い
た
の
。粛
一轟
一が
育
ち
、０８
年
に

は
１０
羽
が
佐
渡
島
の
空
に
放
た
れ

た
わ
。
放
鳥
は
毎
年
の
よ
う
に
続

け
ら
れ
、電
一募
十一雀
一は
野
生
下
の
生

息
数
を
５
７
６
羽
と
ル
瀞
も
っ
て

い
る
の
。
静
れ
も
で
き
て
、
野
生

下
の
繁
殖
も
進
ん
で
い
る
の
よ
。

環
境
適
応
力
高
め
る

環
境
省
は

「
国
内
の
ト
キ
が
自

驚
一提
一．篤

で
安
定

的

に
税
絡

で
き

る
こ
と
」
を
目
指
し
て
い
る
わ
。

１
０
０
０
羽
い
れ
ば
、
生
物
学
的

に
は
存
続
「
認
燃
が
高
い
と
考
え

ら
れ
る
そ
う
よ
。
で
も
、
佐
渡
島

だ
け
で
は
殴
一機
選̈
歯
に
は
文
す

ぎ
る
。
だ
か
ら
島
外
で
も
定
着
さ

せ
て
、
懸
や
す
凶
難
が
あ
る
の
。

放
鳥
し
た
ト
キ
が
佐
渡
島
の
中

本
州

で
最
後
ま

で
ト
キ
が
生
息
し
た

場
所
に
ビ
オ
ト
ー
プ
を
作

っ
た

宮
下

さ
ん

（２

日
、
石
川
県
六
水
町

で
）

本
州
で
の
放
鳥
場
所
と
し
て
、

石
川
県
の
能
登
半
島
と
島
粋
鼎

裁
襄
れ
が
違
ば
れ
て
い
る
わ
。
エ

サ
を
掘
せ
る
水
田
や
、
業
を
作
り

かや
す
い
森
林
が
多
い
こ
と
が
一課
´

価
さ
れ
た
た
め
よ
。

環
境
省
は
今
月
、
能
登
半
島
で

は
２６
年
６
月
理
旬
に
放
鳥
す
る

い
て
、地
域
の
人
も
「復

興
の
シ
ン
ボ
ル
」
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
の
よ
。

で
も
、
能
登
に
は
元
謳
と
な
る

イ
タ
チ
や
ア
ラ
イ
グ

マ
が
生
息

し
、
水
田
に
は
イ
ノ
シ
シ
よ
け
の

電
無
腰
を
設
置
し
た
場
所
も
あ

る
。
佐
渡
島
と
は
違
っ
た
環
境
に

こ
と
を
決
め
た
わ
。
１
回
あ
た
り
　
慣
れ
て
い
け
る
か
も
、
本
州
定
着

１５
～
２０
羽
く
ら
い
で
、
何
年
間
も
　
の
カ
ギ
に
な
る
わ
。

生息地整備するファン
能登半島や出雲市では、トキの受け入れに
向けた動きが広がっているのよ。

石川県矢飛所は本州最後のトキが捕獲され
た場所よ。管雫僚=爺さん(77)が 2022年に譲
立した「能登トキフアンクラブ」の会員は約
200人まで増えたそうよ。みんなで而芳して
水日の地盤を固めて水を張り、エサ場になる
ビオトープに作りかえたわ。「カエルやトン
ボが帰ってきた。夏場にエサが未建したら、
ここで羽を休めてほしい」と期待しているの。

出雲市では3譲克撻診でトキの絵本をプレ
ゼントするんだって。みんな トキが自由に空
を飛んでいる[姿:を見たことがないからね。
同市プロジェクト羅進室の茄狩溌臭室長は
「トキが定着するには十後の進鉾も必要。ト

騒́
プ
で
、
ト
キ
の
放
鳥

ロ
ジ

ェ
ク
ト
と
極

保護センター

佐渡トキ

野生復1帰

ステーション

(3か月間)
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野生で蔵霊

佐渡餞、

えた仕組みで佐渡島

佐渡から能登へ、出雲ヘ

露農巣

羽のピンク色が美

条量色とも呼ばれる
(2024年 10月 、

籟漑鰈躊閻鱚腑
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国の特別天然記念物に
定される
で 5羽を捕獲。野

1952左 l三

99毒
=

81奪
=

2り が羽 ら贈 れ

成 功

で

キも人も育つまちづくりを進めていきたい」
と話しているわ。   (域耕・書負敦晨)


